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1. 「オフィストイレのオールジェンダー利⽤に関する研究会」について



無断転載禁⽌ ©オフィストイレのオールジェンダー利⽤に関する研究会（⾦沢⼤学、コマニー、LIXIL）2018

トイレ利⽤は、⼈間の尊厳にも関わる⼈権のひとつでもあります。本研究は、研究会メンバー3者の知⾒を掛け合わせる
ことで、「オールジェンダーに対してあるべきオフィストイレ」を追求し、すべての⼈々のトイレ利⽤に関する⼈権が尊重される
社会環境実現の⼀助となることを⽬指しています。

基本的には利⽤者⼀⼈ひとりの性⾃認とプライバシーが尊重され、利⽤者の意思に沿う選択肢があること、さらにそれら
を利⽤しやすい環境を整えることが重要です。さらに、オフィスのように特定の⼈々が利⽤する場合は、利⽤者に寄り添った
個別対応も求められます。

そうした社会環境の実現には、設備などのハードを整備するだけでなく、研修等の教育により偏⾒をなくし、職場のすべて
の⼈が正しい知識とダイバーシティ＆インクルージョンの視点を持つことも⼤切です。

ひとりでも多くの⼈が、オフィストイレで悩むことがなくなるように願っております。

オフィストイレのオールジェンダー利⽤に関する研究会について
国⽴⼤学法⼈ ⾦沢⼤学、コマニー株式会社、株式会社LIXILの３者による、産学共同研究会です

 各種学会などにて調査結果を報告
・2018年度・19年度 GID（性同⼀性障害）学会 第20・21回⼤会
・2018年度 ⽇本建築学会⼤会 建築計画部⾨
・2018年度 ⽇本オフィス学会 第19回⼤会 など

 「2020東京オリンピック・パラリンピックに向けたピクトグラム（図記号）のあり⽅検討事業」の
意⾒交換会に委員として参加
※（公財）交通エコロジー・モビリティ財団の公式サイトに「成果報告書」が公開されています。
http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/report/data/2019_03_picto.pdf

 調査結果報告会を実施
・研究者、建築関係者、企業⼈事担当者、LGBT当事者⽀援団体等有識者の皆さまを対象に実施（2018年10⽉15⽇）

発⾜発⾜ 2017年8⽉
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研究会からのメッセージ
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